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● 内水はん濫と  外水はん濫
洪水には　ふった　雨が　水路や　下水道などで　あふれてしまう　はん濫（内水はん濫）と　川の　堤防が　壊れたり　堤防から

水が　あふれたりする　はん濫（外水はん濫）が　あります。まずは　洪水が　起こる　仕組みを　理解して　避難場所（逃げるとこ

ろ）に　安全に　逃げられるように　そこまでの　行きかたを　調べましょう。

● 堤防の  壊れかた
雨が　ふったり　洪水が　起こったときの　堤防の　壊れかたは　3つあります。①川から　あふれた水によって　壊れる　「越水」、

②川の水の　速い流れが　堤防を　削って　壊す　「洗掘」、③堤防の　内部に　水が　しみ込んで　弱くなって　壊れる　「浸透」

です。

こんなときは 気をつけて ください！！

内水はん濫 外水はん濫

大地震のときに　堤防が　強い　力を　受けて

ひびが　入ったり　地盤の液状化（地面が　液

体のように　なること）によって　壊れることが

あります。小さな　地震でも　堤防の　内部に

できた　ひびで　堤防が　弱くなり　水の重さで

壊れることが　あるので　気をつけて　ください。

■大地震のとき

大雨のとき　川の水面が　高くなり　堤防

を　超えた　水によって　壊れることが

あります。

土や砂、木などで　水の流れが　止まると

堤防から　水が　あふれやすくなり　堤防

が　弱くなったり　壊れたりする　可能性

が　高くなります。

■大雨のとき
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堤防が　壊れて　水が　急に　流れ出します。雨が　たくさん　ふって　川の　水が　増えて　堤

防から　水が　あふれます。

あふれた　水で　家がある側の　堤防が　削られ

ます。

堤防が　壊れて　水が　急に　流れ出します。川が　速く　流れて　堤防を　削って　いきます。 もっと　壊れていくと　堤防が　すべり　始めます。

堤防が　壊れて　水が　急に　流れ出します。川の水面が　ずっと　高いままだと　水が　堤防

に　しみ込みます。

家がある側に　水が　染み出て　弱くなった　堤防

が　崩れ始めます。
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災害が　起こったときは　安城市などが　全力で　みなさまを　助けます。しかし　火事のとき、道路が　通れなくなったとき、水道から　水

がでなくなったとき、電気が　つかなくなったとき　など　いろいろな　ことが　広いところで　起きたときは　すぐに　助けられないことが　あり

ます。このようなときは　近くに　住んでいる　人たちと　助け合うことが　たいせつです。あなたが　住んでいる　町の　自主防災組織（自分

たちで　災害に　備えるための　集まり）が行う　訓練に　参加して　災害のときに　役に立つことを　覚えたり　そのときに　自分たちが　何

をするかを　決めたりして　災害に　つよい　地域（町）を　つくりましょう

自主防災組織が すること
じしゅぼうさいそしき
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● 川の水の  あふれかた
川の水の　あふれかたは　地面のかたちで　3つに　分けられます。「拡散型はん濫」、「流下型はん濫」、「貯留型はん濫」　です。

●高い　ところと　低い　ところがあって　平らな　とこ

ろが　少ない　地面で　起こります。

●水が　速く流れて　水が　深いことが　多いので

家が　流される　ことも　あります。

拡散型はん濫 流下型はん濫 貯留型はん濫

特　　　徴

あふれた水は　川に沿って　流れます。あふれた水

は　広がらないまま　下に　流れていくので　川から

離れるように　逃げて　ください。

気をつけること

●川と　川が　であう　ところや　あふれた　水が　丘

や　高い地面に　囲まれている　ところで　起こり

ます。

●あふれた水が　長い時間　たまります。

特　　　徴

水が　深くなることが　多く　また　短い時間で　水が

深くなるので　すぐに　あふれた　水から　逃げて

ください。

気をつけること

●周りよりも　低くなっている　地面が　広い　ところで

起こります。

●あふれた水が　遠くまで　広がります。

●堤防が　壊れた　ところの　近く以外では　水の流

れは　遅くなります。

堤防から　離れている　ところでも　あふれた水が

届きます。大きな　川では　雨が　やんだ後に　起こ

ることが　多いです。

気をつけること

特　　　徴

安城市で 起こる はん濫は どのタイプ？

安城市では　矢作川・鹿乗川・猿渡川から　低い地面に　ひろく広がる　「拡散型はん濫」が　起こりますが　川の　近くでは　「流

下型はん濫」にも　気をつけて　ください。また　市の　南にある　油ヶ淵や　矢作川・鹿乗川の　近くでは　「貯留型はん濫」が起

こります。
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●❷

令和５年６月２日

総雨量：200ｍｍ
1時間あたりの最大雨量：38ｍｍ
●床上浸水：1件
●床下浸水：1件
●通行止め（市道）：14箇所
●道路陥没（市道）：1箇所

令和４年７月２７日

総雨量：144ｍｍ
1時間あたりの最大雨量：92ｍｍ
 ●床上浸水：12件
 ●床下浸水：24件
 ●通行止め（市道）：11箇所
 ●河川決壊：半場川
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▲令和5年6月2日
　矢作川の増水状況
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▼令和4年7月27日
　半場川の決壊状況
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